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T = 0.6 m (max)

4m x 3m

400cm x 300cm x 60cm = 7,200,000 cm3
= 7,200 L

7,200L x 0.56（生籾の比重）= 4,032 kg
≒ 4 t

IRRI式平型乾燥機の概要



（約16時間（1日当たり9:00 – 17:00稼働、2日間）

IRRI式平型乾燥機の概要

*処理能力 1t / 回 の仕様もある。 facebookあり：
https://web.facebook.com/maysaynonglamNLU/



IRRIによる研修 I2Tの技術者による設置フォロー

対象精米所向けの3台の乾燥機の設置工事は、IRRIによる研修にも参加した商工省傘下の公的機関であるコート
ジボワール熱帯技術公社「I2T」（Société Ivoirienne de Technologie Tropicale）の技術者のフォローを得て実施さ
れた。

IRRI式平型乾燥機の概要



乾燥機4台の調達にかかるコスト（PRORILの事例）

IRRI式平型乾燥機の概要

36,000 USD（ベトナム製造、本体価格、9,000 USD / 1台 x 4台）

18,000 USD（輸送費）

34,000 USD (IRRIの技術パッケージ（渡航費を含む）)

16,000 USD (Overhead)

104,000 USD 総額 *104,000 USD x 116JPY / USD = 12,064,000 JPY

2022年2月当時のレート



IRRI式平型乾燥機の概要

標準的な現地での設置工事

1日目 事前に倉庫から設置場所に機材の部品等を輸送。
技プロC/Pが輸送業者等を手配・指示

2日目 動線を考慮しての設置位置の決定、乾燥機躯体組立、
I2T技術者（2名）と精米所代表で協議後、作業開始。現場作業員5名前後（精米所スタッフを含む）

3日目 モーター心出し（送風機との間隔調整※意外と時間がかかります。）、乾燥機躯体の固定
（モルタル）、電気配線工事、燃焼炉組立 ※同時並行で実施

I2T技術者（2名）と現場作業員5名前後（精米所スタッフを含む）

4日目 同上。午後（夕方になると思われる）に一度試験稼働（籾殻燃焼ユニットを使用してPM5時ごろまで
稼働させる）。異音、空気漏れ等基本的な事項の確認・調整。送風方向切り替えの練習。
I2T技術者（2名）と現場作業員5名前後（精米所スタッフを含む）

5日目（午前中のみ）試験稼働・微調整（とくに、コントロールボックスを含む電気系統の状況確認。）
I2T技術者（2名）と精米所代表、精米所スタッフ



乾燥機を設置した精米所について

設置対象精米所の選定クライテリア

a. 3～4トンの籾を一度に入荷できる。

b. 入荷した籾（生籾）を、収穫してから24時間以内に乾燥機に投入出来る。

c. 乾燥した籾殻を常時貯留している。 * 1トンの生籾の乾燥に、50kgの乾燥した籾殻が必要。

d. 7m x 11m の平らな土地があり、コンクリートのたたきを設置できる。

e. PRORILが示す標準図に基づき、乾燥機を格納する建屋を自費で、指定された期限内に建設できる。

＊ クライテリア e.を満たすには、一定の経営規模を有し、且つ、ある程度経営が安定している
精米所を選定せざるを得ない。

＊ 1 t / 回 の仕様の乾燥機であれば、敷居がもう少し下がったと思う。



精米所名 年間の乾籾入荷量（ピークは年2回） 籾の仕入れ、精米の販売（概要）
GREEN CONTROL 2,800 t / 年（計画、今年） 精米所周辺以外のコメ農家からも籾

を買い付け、周辺地域およびアビ
ジャンで販売

LOCAGRI 500 t / 年（計画、今年） 精米所周辺のコメ農家から籾を買い
付け、周辺地域およびアビジャンで
販売RRB 500 t – 800 t / 年（計画、今年）

( LOCAGRIの例 )

乾燥機を設置した精米所について

精米所の組織図



中国製籾すり精米機 NZJ-15/20-IIIとセパレーター
Green Control 社

精米所での籾乾燥作業
RRB 社

中国製籾すり精米機 NZJ-15/20-III とセパレーター
LOCAGRI 社

中国製色彩選別機
Green Control 社

乾燥機を設置した精米所について



籾すり精米機

乾燥機を設置した精米所について

A社
B社
C社

D社

E社

G社
F社

H社
I社

J社

K社
L社

M社

N社



乾燥機の操作方法
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上層・下層の
温風の温度は40
度以下になるよ
うに管理。

乾燥機の操作方法
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乾燥機のオペレーションデータの収集・分析
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温風が当たる下層の籾
の乾燥スピードが速い

温風が当たる上層の籾
の乾燥スピードが速い

一晩おくと、上層から下層の
籾の水分量が等しくなる。

乾燥機のオペレーションデータの収集・分析
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30℃/64%

DAY1
26℃/79%
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30℃31℃ 32℃29℃



メリット / デメリット

メリット デメリット

１) 機械は非常にシンプルな構造で、誰でも使用できる。

２）もみ殻を燃料として使用できる。熱源にかかる燃料費が
ほとんどかからない。

３）従来の平型籾乾燥機と異なり、風向きを変えることがで
きる。その結果、籾を厚く（50cm程度）敷き詰めることがで
き、かつ天地替えは基本的に不要。

４）従来の平型乾燥機に比べ、設置スペースを節約できる。

５) 縦型循環式に比べ、部品点数が少なく、メンテナンスが
容易。

６）本体にプラスチックやゴム部品を使用していないので、
定期交換が必要な消耗品の購入コストを低く抑えることがで
きる。

７）建屋が必要であるが、縦型循環式ほど高さは必要ない。

８）現地生産化の可能性がある。

１) ファンモーターの電力は7.5kwであり、同じ処理量（40石
≒4t）の縦型乾燥機の約3.0kwに比べて高出力。

２) 籾殻燃焼炉を使用する場合、窯に入れる籾殻の量の調整と
火加減の監視が必要である。

３）籾殻の燃焼で発生するタールにより、スノコの目詰まりが
起こるので、定期的にスノコを水洗いする必要がある。

４）籾の張り込みは重労働。*機械の力を借りれば軽減できる。

５）従来の平型乾燥機は使わないときは折りたたんで収納でき
たが、IRRI式（4t）は屋根のある専用の建物を用意する必要が
ある。



IRRI式平型乾燥機の導入によって期待される効果

・気温が低く（25度～30度）、湿度の高い（80%前後）雨季に収穫された籾
を効率よく乾燥させる（4t/2日）ことに効果的。

・天候に左右されずに、収穫～籾の入荷～乾燥～籾すり・精米作業をスケ
ジューリングできる。（籾すり精米機の稼働率も向上すると予想）

・籾の水分量を確認しながら、籾の乾燥作業ができるため、精米の品質が安
定する（とくに完全米率の改善）。

・他業種からの精米ビジネスへの参入障壁の除去

（ex)Green Control社



IRRI式平型乾燥機の導入によって期待される効果



IRRI式平型乾燥機の今後の展望

・現地の自然条件、燃料代、電気代、人件費を踏まえた最適なオペレーション方法
の確立（雨季、乾季）

・精米所の事業規模と仕様の関係の検討・整理
* 1 t / 回 タイプの検討など

・縦型循環式への移行のタイミング（事業規模）の検討・整理
* 併用はありえる？

Green Control 社は台湾製の縦型循環式を導入し併用を開始している。

・生籾の取り扱いに関する認識、集荷～乾燥機への籾の張り込みオペレーションの改善
* 収穫後、最低でも24時間以内に機械乾燥を開始。できなければ、圃場等でこれまで通り

天日乾燥を行う。

・現地生産の可能性の検討


